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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
〇ほぼ同程度であるが、やや上回る 

「長座体前屈」 

〇下回る 

「上体起こし」「反復横跳び」「立ち幅跳び」 

「握力」「20ｍシャトルラン」「50ｍ走」 

「ソフトボール投げ」 

「長座体前屈」は全国平均と同程度もしくは上回

っている。一方で、「20m 走シャトルラン｣や「50

ｍ走」の数値が低く、走ることに課題がある。 

 〇ほぼ同程度であるが、やや上回る 

「反復横跳び」「握力」 

「ソフトボール投げ」 

〇下回る 

「長座体前屈」「上体起こし」「立ち幅跳び」 

「20ｍシャトルラン」「50ｍ走」 

休み時間などにボールを使う機会が多いことが影 

響してか、ソフトボール投げは毎年高い数値となって 

いる。一方で、シャトルランなどが低く、粘り強さの 

低さが課題としてあげられる。 

 「運動が好き」と回答した子どもの割合 

R6 男子 92.3％ 女子 81.0％ 

R7 男子 93.4％ 女子 85.8％ 

体力運動能力の向上について「目標を立てている」

と回答した子どもの割合 

R6 男子 69.2％ 女子 62.1％ 

R7 男子 66.7％ 女子 50％ 

「運動が好き」と回答した児童は多い。体力運

動能力の向上について「目標を立てている」と回

答した児童は全国と比べて低く、目標をもって運

動をしていくよう支援していく必要がある。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

〇外部機関と連携しなら、性指導・薬物乱用防止等の取組を計画的に行っていく。 

〇保健だより等を通して家庭への情報発信や啓発活動を丁寧に行う。 

   〇生活リズムアンケートの結果を家庭と共有し、生活リズムの改善に取り組んでいく。 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

〇体育研修会を開き、子どもた

ちが主体的に取り組める場の

設定の共有化を図る。 

〇児童の実態に合わせて、養護

教諭や外部機関と連携しなが

ら、性指導・薬物乱用防止等

の取組を計画的に行ってい

く。 

 

〇健康のために必要なことを具体的な

行動目標として全校で共有する。 

→生活リズムアンケートを活用し、取 

組を振り返る。 

→それぞれが具体的な行動目標を立て 

て取り組んでいく。 

→アンケート結果から学校としての目

標を立て、学校の課題として取り組

んでいく 

〇性指導や保健指導の取組を通して命

を大切にしようとする心情や健康的

な生活を送ろうとする心情を育む。 

〇器械運動週間を実施し、運動

の機会を増やす。 

○子どもたちの「運動したい」が
生まれる環境づくりを児童会
活動等と連携しながら取り組
んでいき、児童への周知を図
る。 

〇子どもたちが進んで外遊びに
向かえるように、昨年度休み時
間に遊びたい道具のアンケー
トを行った。その結果から購入
した道具を活用し運動機会を
増やす。 

 

 

 

 


